
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　利用者への対応方針や利用者名簿の整備など、事業の完遂に向けて委託業者と綿密な打合せを行う必要がある。
　年々利用者が増加しており、事業実施が困難になっていくと考えられる。事業の必要性を考え、事業内容と対象者の範
囲についても見直していく必要がある。

Ｒ２年度から集配から丸洗い乾燥まで一括して委託すること
になるので、スムーズに実施できるよう調整していく必要が
ある。
事業内容や対象者について精査する必要がある。

・布団（掛布団・敷布団・毛布）の丸洗い乾燥を、年２回実
　施
　※布団の替えがない方には、布団の貸出を無料で行う。
・本人もしくは家族等から申請を受け、市で対象条件を確認
　後、交付が決定したら助成券を自宅に郵送する。委託業者
　には、交付決定の都度、利用者リストを送付し、事業の実
　施を依頼する。

　ひとり暮らし等により布団の乾燥が困難な方を対象として
布団の丸洗い乾燥を無料で行ったことで、高齢者の健康を保
持し、生活環境を向上して、在宅福祉の増進に寄与すること
ができた。

・布団（掛布団・敷布団・毛布）の無料での丸洗い乾燥実施
　（65歳以上でひとり暮らし・高齢者世帯は年１回、65歳以
　上でねたきり状態等の方は年２回まで）
　※替えの布団がない場合は布団の貸出し実施〈無料）
・申請受付：随時

・助成券交付者数：1,637名
・65歳以上のひとり暮らし・高齢者世帯、ねたきり状態の方
　を対象に布団丸洗い乾燥を無料で実施
・利用者と業者間の連絡調整を行うことで、事業を円滑に実
　施できた。
・次年度以降の対象者及び事業内容について検討をした。
・市報・市のHP・民生委員の会議等で事業周知を行った。

継続

在宅高齢者布団丸洗い乾燥事業

全て委託

01-030102-11 在宅高齢者等福祉事業に要する経費

     1,062.0

         0.0

     1,223.0

         0.0

     1,229.0

         0.0

     1,457.0

         0.0

     1,559.0

         0.0

     1,637.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市在宅高齢者布団丸洗い乾燥事業実施要綱

つくば市高齢者福祉計画

　ひとり暮らし等により布団の乾燥が困難な方を対象に布団
の丸洗い乾燥を行い、高齢者の健康の保持及び生活環境の向
上を図り、在宅福祉の増進に寄与する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

助成券交付者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       600.0

         0.0

       950.0

         0.0

     1,400.0

         0.0

     1,400.0

         0.0

     1,300.0

         0.0

     1,340.0

         0.0

     1,380.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

274

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

名



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【12委託料】
単価×消費税×見込枚数（見込人数）
敷布団　3,200円×1.1×1,419枚＝4,994,880円
掛布団　3,200円×1.1×1,402枚＝4,935,040円
毛　布　 1,000円×1.1×1,374枚＝1,511,400円
配送料　4,500円×1.1×1,753人＝8,677,350円
計　20,118,670円

計　20,119千円

      13,460       14,264

拡充

3

4

2

1

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.30          0.30

         2.00         42.00

有 有

       2,123        2,139

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

令和元年度までは、集配と丸洗い乾燥を別個に委託していたが、集配業者の方針変更により分けて
委託することができなくなり、令和２年度からは集配から丸洗い乾燥まで一括して委託できる業者
を選定する必要があるため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      11,337       12,125       20,119       20,119

      11,337       12,125       20,119       20,119

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　引き続き、円滑な事業運営に取り組む。より利用しやすいように、1,214円券５枚交付から500円券12枚交付に事業内容
の見直しを行った。

　利用者と事業所の間に、意思の疎通にすれ違いが起こるこ
ともあるため、両者の間に立って調整する必要がある。

・部屋の清掃や草取り等の作業を依頼する際の費用の一部を
　助成する。
・一世帯当たり1,214円券を年間５枚交付する。

　日常生活を送る上で、自ら行うことが困難な部屋掃除や草
取り等の軽易な作業を依頼した際にかかる費用の一部を助成
することにより、高齢者の日常生活を支援し、高齢者の在宅
福祉の増進に寄与できた。

・75歳以上のひとり暮らし、高齢者世帯を対象に、自ら行う
　ことが困難な部屋掃除や草取りなどの軽易な作業を依頼す
　る際の費用の一部を助成する。

　助成額：一世帯当たり　1,214円券×５枚
　随時申請受付

・助成券交付者数：925名
・利用者から問合せがあった際に、利用者と事業所間の調整
　等を行った。
・市報、HP、民生委員・ケアマネジャーの会議に出席し、事
　業の周知を行った。
・1,214円券５枚交付から500円券12枚交付に事業内容の見直
　しを行った。

継続

高齢者日常生活支援事業

一部委託

01-030102-11 在宅高齢者等福祉事業に要する経費

       572.0

         0.0

       677.0

         0.0

       695.0

         0.0

       801.0

         0.0

       837.0

         0.0

       925.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成21年度～

つくば市高齢者福祉計画

　日常生活を送る上で、自ら行うことが困難な部屋掃除や草
取りなどの軽易な作業を依頼する際の費用の一部を助成する
ことにより、高齢者の日常生活を支援し、もって高齢者の在
宅福祉の増進に資する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

助成券交付者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       310.0

         0.0

       570.0

         0.0

       800.0

         0.0

       800.0

         0.0

       740.0

         0.0

       760.0

         0.0

       780.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【19扶助費】計　2,662千円
H25～30の実績額をもとに近似曲線を用いてR２見込交付者数を算出。
算出式：ｙ＝74.286x＋413.33（ｙ＝交付者数　x＝年度）
74.286×８＋413.33＝1007.618　1,008名　　利用率の平均（H28～30）：44％
一世帯につき、500円券×12枚＝6,000円　1,008名×6,000円×44％＝2,661,120円
■総務（事業に属さないもの）計　3,426千円
【07報償費】192千円　【08旅費】23千円
【10需用費】消耗品費　55千円　印刷製本費　596千円
【11役務費】1,058千円
【12委託料】高齢者台帳管理システム保守管理委託　1,122千円
　　　　　　助成券印刷封入封かん委託　380千円
　合計　6,088千円

       6,061        7,327

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.20

       215.00        104.00

有 有

       1,240        1,613

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       4,821        5,714        6,088        6,088

       4,821        5,714        6,088        6,088

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　事業者が継続して運営できるよう引き続き支援を行うとともに、関係各所と連携して、存続について検討していく。

　今後、利用者が増えることにより、需要に対して供給が追
いつかなくなり、事業者の存続が難しくなることが危惧され
る。

・道路運送法第79条の登録を受けて福祉有償運送を行う特定
　非営利活動法人等に対し、補助金を交付する。

　補助金を交付することにより、福祉有償運送事業者の円滑
な実施を支援し、障害者及び要支援要介護認定者その他の公
共交通機関の利用が困難な者の社会参加の促進、福祉の増進
等に寄与できた。

・４月　つくば市福祉有償運送事業補助金交付要項施行
・福祉有償運送事業者が円滑な運営が行えるよう、補助金を
　交付する。

・４月　福祉有償運送事業補助金交付申請受付、
　　　　交付決定（３事業者）
　３月　実績報告書提出、補助金支払い

継続

福祉有償運送事業

補助金（直接）

01-030102-11 在宅高齢者等福祉事業に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     2,846.0

         0.0

     2,693.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成30年度～

つくば市高齢者福祉計画

　身体障害者、要介護認定者等の交通手段の利用を十分に確
保することができない方の社会参加を促進し、福祉の増進に
資する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

延べ利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     1,915.0

         0.0

     1,969.0

         0.0

     2,023.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

276

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
・運営を維持するための経費
　福祉有償運送の年間の延利用に応じた額
　（上限額30万円）×４事業者＝1,200,000円
・運行の安全及び利便を確保するための経費
　講習及び研修並びにボランティア保険料等に係る経費
　（上限額10万円）×４事業者＝400,000円
　計　1,600千円

       3,536        2,835

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.30

         8.00         42.00

無 無

       2,843        2,139

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         693          696        1,600        1,600

         693          696        1,600        1,600

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　措置入所者の施設での生活状況について詳細に調査し、適正な措置を行う。

　措置入所者の今後について、引き続き施設担当者と連携を
図ることが必要である。

・環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護を受
　けることが困難な65歳以上の高齢者の中で入所判定委員会
　により入所が必要と認められた者に対し、市の職権により
　養護老人ホームに入所措置し、その生活費を支弁する。
・被措置者本人の所得に応じて、生活費の一部を徴収する。

　施設担当者と連携を図って対応し、措置入所者の生活の安
定に寄与することができた。

６月　措置入所者の所得確認
７月　費用徴収額決定
１月　状況訪問調査
・例月処理　措置費支払

４～３月　老人保護措置費支払事務
６月　措置入所者（養護老人ホーム）の所得確認
７月　費用徴収額決定通知書送付
１月　施設訪問を実施し、継続して措置が必要であることを
　　　確認した。

継続

老人ホーム入所措置事業

職員のみ

01-030102-12 老人ホーム入所措置に要する経費

         4.0

         0.0

         4.0

         0.0

         3.0

         0.0

         3.0

         0.0

         3.0

         0.0

         3.0

         0.0

         0.0

         0.0

老人福祉法

つくば市高齢者福祉計画

　環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護を受
けることが困難な高齢者の心身の健康保持及び生活安定を確
保する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

措置入所者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         4.0

         0.0

         4.0

         0.0

         4.0

         0.0

法定事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

277

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【07報償費】入所判定委員会謝礼　24千円
【10需用費】消耗品費　３千円
【11役務費】切手代　２千円
【19扶助費】
　老人ホーム入所措置費　6,741千円
　居宅サービス措置費　192千円

　計　6,962千円

       7,296        6,553

維持

3

4

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.20          0.10

         0.00          0.00

無 無

       1,412          679

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         119           94            0            0

       5,765        5,780        6,962            0

       5,884        5,874        6,962            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　市報やホームページ以外にも周知方法を検討し、利用者数の増加を目指す。

　事業の認知度が低く、さらなる周知が必要である。

・70歳以上のひとりで生活している高齢者に、乳製品を週に
　３回まで、安否確認を兼ね手渡しで配達する。不在時や緊
　急時には事業者から連絡が入り、高齢福祉課が緊急連絡先
　に連絡を取ることで安否確認を行う。

　ひとり暮らし高齢者の健康保持や定期的な安否確認による
不安解消に寄与できた。

・70歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に、週３回まで、乳
　製品を配達する。配達時に事前の連絡がなく不在だった場
　合には、本人や親族等に連絡を取り、安否確認を行う。
・申請受付：随時

・新規利用申込者数：９名
・利用者数：42名
・70歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に、最大週３回の乳
　製品の配達を実施した。配達時に事前の連絡がなく不在だ
　った場合は、本人や親族等に連絡を取り、安否確認を行っ
　た。
・民生委員の会議等で事業内容の周知を行った。

継続

ひとり暮らし高齢者愛の定期便事業

一部委託

01-030102-13 ひとり暮らし等老人福祉に要する経費

        78.0

         0.0

        45.0

         0.0

        50.0

         0.0

        45.0

         0.0

        48.0

         0.0

        42.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市ひとり暮らし高齢者愛の定期便事業実施要項

つくば市高齢者福祉計画

　ひとり暮らし高齢者の安否確認、健康保持、孤独感解消を
図る。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       140.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

        60.0

         0.0

        70.0

         0.0

        80.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

279

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【19扶助費】
20円×52週×（週３回×18人＋週２回×６人＋週１回×４人）＝72,800円（ヤクルト）
70円×52週×（週３回×16人＋週２回×９人＋週１回×２人）＝247,520円（ヤクルト以外）
72,800円＋247,520円＝320,320円
　計　321千円

         964          918

維持

5

4

2

2

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         2.00          0.00

無 無

         711          679

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         253          239          321            0

         253          239          321            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

シルバークラブの会員減少や活動活性化については、シルバークラブ会員や事務局とともに解決策を検討していく。

シルバークラブは補助金申請など事務処理の煩雑さから、会
長の後継者問題等が課題となっており、会員数が減少傾向で
ある。

・シルバークラブ大会
　役員功労者表彰、感謝状贈呈、講演会等
・シルバークラブ育成支援
　年間を通じてシルバークラブ連合会の事務局として支援す
　る。

　社会参加活動等を通して、高齢者の生きがいづくりに寄与
できた。

７月　第31回つくば市シルバークラブ大会
４月～３月　シルバークラブ育成支援

・第31回つくば市シルバークラブ大会
　７月４日、顕彰式典、講演会を行い、600名が参加
・シルバークラブ育成支援
　年間を通してシルバークラブ事務局業務を委託し、支援し
た。

継続

高齢者生きがい活動支援事業

全て委託

01-030102-14 老人生きがい対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     6,474.0

         0.0

     6,569.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者福祉計画

　能力に応じた社会参加活動を通した、高齢者の生きがいづ
くりと健康の保持を図る。

R1年度以降の目標値はつくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

シルバークラブ連合会会員数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     7,000.0

         0.0

     7,200.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

280

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【12委託料】
高齢者生きがい活動支援事業
・シルバークラブ大会　2,238千円
・シルバークラブ育成支援　17,156千円
・計　19,394千円

      16,030       12,815

拡充

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.30          0.20

        45.00          5.00

無 無

       2,230        1,370

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

シルバークラブの補助金に関する業務や、育成支援事業に利用するバス賃借のための、間接経費、
人件費、通信運搬費、手数料、賃借料の増のため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      13,800       11,445       19,394            0

      13,800       11,445       19,394            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　シルバー人材センターの活動状況について、実績報告等により確認していく。

　シルバー人材センターの活動内容と補助対象事業を注視し
、補助金の適正な把握が必要である。

・公益社団法人つくば市シルバー人材センターが円滑な運営
　ができるように補助金を交付する。

　補助金を交付することにより、シルバー人材センターの円
滑な運営を支援し、高齢者の生きがいの充実、社会参加の促
進等に寄与できた。

・公益社団法人つくば市シルバー人材センターが円滑な運営
　ができるように補助金を交付する。

・７月　シルバー人材センターへ補助金11,000,000円を交付
・事業の把握、状況確認等を行った。

継続

高年齢者労働能力活用事業費補助

補助金（直接）

01-030102-14 老人生きがい対策に要する経費

     5,200.0

         0.0

     5,058.0

         0.0

     5,009.0

         0.0

     4,962.0

         0.0

     4,609.0

         0.0

     4,390.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者福祉計画

　高齢者の生きがいの充実、社会参加の促進及び就業機会の
拡大を図り、高齢者福祉の増進に資する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

契約件数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

     5,100.0

         0.0

     5,400.0

         0.0

     5,500.0

         0.0

     5,600.0

         0.0

     5,600.0

         0.0

     5,600.0

         0.0

     5,600.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

281

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
（負担金）
　茨城県シルバー人材センター連合会負担金　10,000円×10口＝100,000円
　全国シルバー人材センター協会負担金　10,000円×５口＝50,000円
（補助金）
　高年齢者労働能力活用事業補助金　11,000,000円
　計　11,150千円

      11,856       11,886

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         0.00         12.00

無 無

         706          736

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      11,150       11,150       11,150       11,150

      11,150       11,150       11,150       11,150

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　参加者が10人以下のメニューについては、内容を見直す。参加しやすいように、別の会場でも通常サロンを実施できな
いか検討する。

　参加者が固定し、人数に偏りがあるメニューがある。

　老人福祉センターなどの市内４か所で高齢者が自由に参加
できる通常サロンを開催する。また、10人以上のグループか
らの依頼により講師を派遣し、出前サロンを開催する。

　高齢者の自立と社会参加の促進に寄与できた。

・市内４か所で通常サロン、出前サロンを実施する。出前サ
　ロンについては、周知等を行い、利用者の拡大を図る。

・市内在住のおおむね60歳以上の方を対象に、市内４か所（
　老人福祉センターとよさと、市民研修センター、茎崎農村
　高齢者交流センター、大穂交流センター）で通常サロン
　を実施した。会場へ出向くことができない高齢者に対して
　は、出前サロンを実施した。
・実施回数
　通常サロン　211回　2,062人
　出前サロン　 36回　479人

継続

いきいきサロン事業

全て委託

01-030102-14 老人生きがい対策に要する経費

     2,342.0

         0.0

     2,327.0

         0.0

     2,670.0

         0.0

     2,569.0

         0.0

     2,424.0

         0.0

     2,541.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者福祉計画

　高齢者の仲間づくりや生きがい活動を行うことにより自立
と社会参加を促進するため。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

延べ利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

     2,700.0

         0.0

     2,700.0

         0.0

     2,700.0

         0.0

     2,700.0

         0.0

     3,060.0

         0.0

     3,156.0

         0.0

     3,262.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

282

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【12委託料】
　人件費　3,518千円
　消耗品費　83千円
　出前サロン講師及び参加者傷害保険料　10千円
　講師料　1,279千円
　車両燃料費　４千円
　修繕費　 84千円
　通信運搬費　70千円
　印刷製本費　６千円
　間接経費　506千円

　計　5,560千円

       5,708        5,405

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         5.00          0.00

無 無

         719          679

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       4,989        4,726        5,560            0

       4,989        4,726        5,560            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　全国大会出場者に対しての支援策を制定していく。

　出場者の増加・確保のため、シルバークラブ内での活動活
性化を視野に入れながら、大会の運営委員会で検討していく
必要がある。
　全国大会に出場するチームが年々出ており、市として支援
していく必要がある。

・単位シルバークラブや高齢者団体へ広報紙等を利用して募
　集、茨城県健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会の予
　選会として市大会（グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、
　ペタンク、輪投げ）を開催する。

　高齢者が愛好するスポーツ競技を通じて、健康の維持増進
や地域間の交流を深め、明るく活力ある長寿社会の増進に寄
与することができた。
　ペタンクの部において、全国大会出場が決定した。

・市北部及び南部予選（グラウンド・ゴルフ）、その後つく
　ば市大会（グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、輪投げ、
　ペタンク）を開催
４、５月　実行委員会
５月　市報による広報、シルバークラブ会員への広報
５月　市北部及び南部予選(グラウンド・ゴルフ）
６月　つくば市大会（グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、
　　　ペタンク、輪投げ）

・４、５月　実行委員会
・５月　広報つくばによる周知
・予選会　開催日：５月16日（南部）、５月22日（北部）
　　　　　種目：グラウンド・ゴルフ
・つくば市大会　開催日：６月４日
　　　　　　　　種目：グラウンド・ゴルフ、ゲートボール
　　　　　　　　　　　、ペタンク、輪投げ
・予選会を含む参加者総数：593名

継続

健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会

全て委託

01-030102-14 老人生きがい対策に要する経費

       441.0

         0.0

       579.0

         0.0

       560.0

         0.0

       567.0

         0.0

       592.0

         0.0

       593.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者福祉計画

　高齢者に適したスポーツを通じて、健康の維持増進を図る
とともに、地域間の交流を深め、明るく活力のある長寿社会
を推進する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会参加者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       400.0

         0.0

       450.0

         0.0

       600.0

         0.0

       600.0

         0.0

       595.0

         0.0

       615.0

         0.0

       630.0

         0.0

任意的事務

■

■

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

283

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【12委託料】
　人件費　795千円
　食料費　50千円
　消耗品費　215千円
　参加者傷害保険料　21千円
　賃借料　303千円
　車輌燃料費　16千円
　通知等発送郵便料　42千円
　会議費　5千円
　賞状筆耕手数料　11千円
　租税公課費　98千円
　間接経費　156千円　　　　　　計　1,712千円

       2,178        2,157

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         4.00          4.00

無 無

         716          689

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,462        1,468        1,712            0

       1,462        1,468        1,712            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　給付金額について検討する。

　高齢化に伴い、対象者が年々増加しているため、事業のあ
り方について検討する必要がある。

・一般敬老祝金
　年度内75歳以上（3,000円）の方へ商品券を簡易書留で郵
　送する。
・特別敬老祝金
　年度内88歳（10,000円）及び101歳以上（20,000円）の方
　へ商品券を簡易書留で郵送する。
　年度内100歳（30,000円）の方の自宅を訪問し、敬老祝金
　（現金）を給付する。

　高齢者の方々が買い物へ出掛けるきっかけづくりとなり、
地域との交流が図られるとともに、地域の商店などの活性化
に貢献できた。

・一般敬老祝金
　９月に簡易書留で順次対象者へ商品券を贈呈する。
　75歳以上（3,000円）、約21,400人
・特別敬老祝金
　９月に簡易書留で順次対象者へ商品券を贈呈する。
　88歳（10,000円）、約790人
　101歳以上（20,000円）、約65人
　９月に対象者宅を訪問し、祝金（現金）を贈呈する。
　100歳（30,000円）、約45人

・一般敬老祝金
　９月に商品券を簡易書留で郵送した。
　75歳以上（3,000円）　21,244人
・特別敬老祝金
　９月に商品券を簡易書留で郵送した。
　88歳（10,000円）　772人　101歳以上（20,000円）　61人
　９月に対象者宅を訪問し、敬老祝金（現金）を給付した。
　100歳（30,000円）　47人
・商品券の使用率　95.4%

継続

敬老祝金給付事業

一部委託

01-030102-15 敬老事業に要する経費

    19,145.0

         0.0

    19,754.0

         0.0

    20,551.0

         0.0

    20,432.0

         0.0

    21,484.0

         0.0

    22,124.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成17年度～

つくば市敬老祝金給付条例、つくば市敬老祝金給付条
 例施行規則

　長寿を祝福し、敬老の意を表するとともに、福祉の増進に
寄与するため。

１年以上つくば市に居住している75歳以上、88歳、100歳、101歳以上の対象者への給付数

敬老祝金給付数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

284

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【10需用費】
　消耗品費　９千円
　印刷製本費　100歳現金給付分のし袋印刷代　27千円　　商品券印刷代　3,813千円
　　　　　　　商品券ポスター印刷代　47千円　　商品券のぼり印刷代　132千円
【11役務費】9,318千円
【12委託料】換金事務委託料　385千円
【19扶助費】
　商品券(75歳以上：3,000円、88歳：10,000円、101歳以上：20,000円)　70,954千円
　現金(100歳：30,000円)1,800千円

　計　86,485千円

      81,343       84,325

拡充

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.50          0.50

        11.00         80.00

無 無

       3,557        3,589

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

対象者数増のため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      77,786       80,736       86,485            0

      77,786       80,736       86,485            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　市民ホールくきざき会場の地区分けを調整し、収容できるようにする。

　茎崎地区の参加者数が特に多く、市民ホールくきざき会場
が満席に近い状況にあり、地区分けの調整が必要である。

・実行委員会で内容を企画協議する。広報で開催のお知らせ
　を掲載し、該当者あてに案内状を送付し敬老福祉大会を開
　催する。

　２会場開催により、カピオ会場の２階席を利用する
方が減り、高齢者からの苦情が減った。
　出席者同士が互いの長寿を祝い、親睦を深めることが
できた。
　２会場の開始時間を30分ずらすことで、両会場で市長
の挨拶ができたので、参加者に好評であった。

・カピオと市民ホールくきざきの２会場で実施する。
５月　敬老福祉大会実行委員会
７月　案内通知送付
９月　敬老福祉大会実施
11月　敬老福祉大会実行委員会

・カピオと市民ホールくきざきの２会場で実施した。
５月　第１回敬老福祉大会実行委員会で大会内容を協議し、
　　　内容決定。
７月　案内通知送付　33,450人
８月　広報つくば８月号で周知
９月　敬老福祉大会実施（9/16、参加者4,381人）
　　　式典、プロ芸能：宮路オサム、新川二朗
10月　敬老福祉大会第２回実行委員会で評価検証（10/31）

継続

敬老福祉大会事業

職員のみ

01-030102-15 敬老事業に要する経費

     3,276.0

         0.0

     3,485.0

         0.0

     3,794.0

         0.0

     4,192.0

         0.0

     4,374.0

         0.0

     4,381.0

         0.0

         0.0

         0.0

　多年にわたり社会の発展に寄与してこられた70歳以上の高
齢者に対し、長寿を祝福し敬老の意を表するとともに、高齢
者の健康づくりや社会参加を促進する。

参加者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

     3,200.0

         0.0

     3,300.0

         0.0

     3,600.0

         0.0

     3,800.0

         0.0

     3,800.0

         0.0

     3,800.0

         0.0

     4,500.0

         0.0

任意的事務

■

■

□

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

285

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人

既存事業



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【07報償費】謝礼　132千円
【10需用費】消耗品費　418千円、食糧費5,384千円
　　　　　　印刷製本費　1,397千円　　　計7,199千円
【11役務費】郵便料　1,955千円、携帯電話料　10千円
　　　　　　手数料　1,720千円　　　　　計3,685千円
【12委託料】委託料865千円
【13賃借料】使用料214千円、バス賃借料8,575千円
　　　　　　無線機賃借料95千円、座布団賃借料　726千円　計9,610千円
　合計　21,491千円

      27,067       25,783

拡充

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.80          0.70

     1,429.00      1,364.00

有 有

       9,193        8,106

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

対象者数の増により

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      17,874       17,677       21,491            0

      17,874       17,677       21,491            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　記念品の内容について検討する。

　高齢化で対象者が年々増加しているため、事業のあり方に
ついて検討する必要がある。

　８月１日現在で市内に住所を有し、100歳の誕生日を
年度内に迎える方に対し、老人週間の前後２週間以内に職員
が自宅を訪問し、ほう状などを贈呈する。

　長寿をたたえ、高齢者を敬愛する意識の啓発を図ることが
できた。

・９月に対象者約45人へ直接訪問し、ほう状及び記念品を贈
　呈する。

　９月に対象者47人の自宅を訪問し、ほう状及び記念品を贈
呈した。

継続

長寿をたたえる事業

職員のみ

01-030102-15 敬老事業に要する経費

       857.0

         0.0

        34.0

         0.0

        33.0

         0.0

        30.0

         0.0

        33.0

         0.0

        47.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市長寿をたたえる事業実施要項

　長寿をたたえ、高齢者を敬愛する意識の啓発を図るため。

H26年度までは88歳、101歳以上も対象

年度内に100歳の誕生日を迎える対象者人数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

286

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【07報償費】396千円
【10需用費】
　消耗品費　18千円
　印刷製本費　24千円
【11役務費】16千円
【12委託料】48千円

　計　502千円

       2,416        1,782

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.30          0.20

         3.00         10.00

無 無

       2,126        1,382

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         290          400          502            0

         290          400          502            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　世帯状況などの対象者の要件についての検討を進めていく。

　日中独居など、親族が近くにいても移動支援を受けられな
い高齢者もおり、対象者の要件については検討していく必要
がある。

・65歳以上のひとり暮らし及び70歳以上の高齢者世帯、また
　は70歳以上で市民税非課税世帯のタクシー運賃の一部を助
　成する。
・申請を受け、審査し該当者に500円券×18枚の助成券を交
　付する。

　高齢者の外出支援、社会参加に役立つことができた。
　また、取扱事業所に「手引き」を送付することで、助成券
の扱い等の周知が図られ、適正な使用につなげることができ
た。

・65歳以上のひとり暮らし及び70歳以上の高齢者世帯、また
　は70歳以上で市民税非課税世帯の方に対し、タクシー運賃
　を助成する。（500円券18枚）
・随時申請受付
・随時取扱事業所受付

・1,888名に助成券を交付し、タクシー運賃の助成を行った
。
・取扱事業所の受付は随時行った。
・民生委員の会議等で事業内容の周知を行った。

継続

高齢者用福祉タクシー助成事業

職員のみ

01-030102-11 在宅高齢者等福祉事業に要する経費

     1,458.0

         0.0

     1,546.0

         0.0

     1,527.0

         0.0

     1,698.0

         0.0

     1,741.0

         0.0

     1,888.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者タクシー運賃助成要綱

高齢者福祉計画

　高齢者の外出支援及び社会参加を促す。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

助成券交付者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

     1,500.0

         0.0

     1,600.0

         0.0

     1,650.0

         0.0

     1,700.0

         0.0

     1,620.0

         0.0

     1,665.0

         0.0

     1,740.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

287

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【19扶助費】
　一人当たり交付総額（500円×18枚）×見込交付者数×見込利用率
　9,000円×2,140人×0.5＝9,630,000円
　計　9,630千円

       9,448        9,364

維持

5

4

2

2

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.20

         8.00         51.00

有 有

       2,843        1,483

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       6,605        7,881        9,630            0

       6,605        7,881        9,630            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　対象者や利用方法について、引き続き検討していく必要がある。

　利用枚数の少ない交付者に対し、事業周知を効果的に行う
必要がある。

・70歳以上の高齢者に対し、あん摩、マッサージ、指圧、は
　り及びきゅう施術を受ける際の費用の一部を助成する。
　（年間最大1,000円券×８枚）
※健康保険法、その他の法令により医療に関する給付として
　行われているものを除く。

　あん摩、マッサージ、はり及びきゅうの施術費を助成する
ことにより、高齢者の健康維持に寄与することができた。

・70歳以上の高齢者に対し、あん摩、マッサージ、指圧、は
　り及びきゅうの施術を受ける際の費用の一部を助成する。
　助成額：1,000円券×８枚
　申請時期によって、給付枚数が異なる。
・申請受付：随時
・協力店受付：随時
（12月に現年度協力店へ協定書を送付する。）

・助成券交付者数：1,320名
・70歳以上の高齢者に対し、あん摩、マッサージ、はり及び
　きゅうの施術を受ける際の費用の一部を助成した。
（限度額：1,000円券×８枚）
・市報、市のHP、民生委員の会議等で事業周知を行った。

継続

あん摩、マッサージ、指圧、はり及びきゅう施術費助成事業

職員のみ

01-030102-11 在宅高齢者等福祉事業に要する経費

       779.0

         0.0

       767.0

         0.0

       769.0

         0.0

       975.0

         0.0

     1,069.0

         0.0

     1,320.0

         0.0

         0.0

         0.0

あん摩、マッサージ、はり及びきゅう等施術費助成要
 項

高齢者福祉計画

　あん摩、マッサージ等の施術費を助成することにより、高
齢者の健康維持に寄与する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

助成券交付者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       700.0

         0.0

       700.0

         0.0

       800.0

         0.0

       800.0

         0.0

       820.0

         0.0

       840.0

         0.0

       865.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

288

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【19扶助費】
　H28～H30の実績とR1の当初予算額を元に近似曲線を用いて推計。
　算出式：y＝267,100x+1,553,500
　（y＝実績、x＝年度。便宜上、H28＝1、H29＝2、･･･R2＝5とする）
　267,100×5+1,553,500＝2,889,000

  計　2,889千円

       3,103        3,437

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         0.00         10.00

有 無

         706          704

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

         905        1,054            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,492        1,679        2,889            0

       2,397        2,733        2,889            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　利用者が利用しやすいよう協力事業所を増やしたり、事業周知を効果的に行う。

　交付者及び利用率が低い。

・65歳以上で要介護４、５認定者または常時ねたきりで理美
　容所に行くことが困難な在宅の方が、出張理美容を受ける
　際の利用料金助成を行う。
・年間助成券（4,000円×２枚）を交付し、助成券は市の協
　力理美容所で使用する。

　ねたきりの高齢者に対して、居宅における理美容料金の一
部を助成することにより、利用者の衛生的で健康的な生活を
支援すると共に、家族の負担を軽減し、在宅高齢者福祉の増
進に寄与できた。

・65歳以上の要介護４、５認定者またはねたきり状態の方を
　対象に、家で理美容を受ける際の費用の一部を助成する。
　助成額：4,000円券×２枚
・申請受付：随時
・協力店受付：随時
　（12月に現年度協力店へ協力申出書を送付する。）

・助成券交付者数：144名
・65歳以上で要介護４、５認定者またはねたきり状態の方を
　対象として、自宅で理美容を受ける際の費用の一部を助成
（4,000円×２枚）
・市報、市のホームページ、民生委員の会議等で事業周知を
　行った。
・取扱事業所の受付は随時行った。（取扱事業所50件、うち
　新規１件）

継続

ねたきり高齢者理美容料助成事業

職員のみ

01-030102-11 在宅高齢者等福祉事業に要する経費

       141.0

         0.0

       150.0

         0.0

       152.0

         0.0

       151.0

         0.0

       154.0

         0.0

       144.0

         0.0

         0.0

         0.0

高齢者福祉計画

　ねたきりの高齢者のの衛生的で健康的な生活を支援すると
共に、家族の負担を軽減し、在宅高齢者福祉の増進に寄与す
る。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

助成券交付者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       150.0

         0.0

       160.0

         0.0

       160.0

         0.0

       160.0

         0.0

       165.0

         0.0

       170.0

         0.0

       175.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

289

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【19扶助費】
R１の実績見込は当初予算のとおり。
R2（見込）＝R1実績見込×伸び率＝651,000×0.99＝644,490円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　645千円

       1,286        1,260

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         0.00         10.00

有 有

         706          704

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         580          556          645            0

         580          556          645            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　Ｒ２年度の補助金交付について、適宜会員に説明など行いながら円滑に進めつつ、ほかに改善点などが無いか検討して
いく。

　Ｒ１年度検討した内容について、Ｒ２年度は要項を改正
する予定であるので、会員の混乱を招かないよう円滑に事
業実施していく必要がある。

・補助金を交付し、各単位シルバークラブ及びシルバークラ
　ブ連合会の活動を支援していく。
・会員数30名未満は33,200円、30名以上50名未満57,600円、
　50名以上70名未満65,200円、70名以上90名未満81,200円、
　90名以上は97,200円を交付
・連合会には3,000,000円を交付

　補助金を交付することでシルバークラブの活動を支援する
ことができた。

４月　補助金交付申請受付
６月　補助金交付（単位シルバークラブ、シルバークラブ連
　　　合会）
その後も申請があれば随時受け付ける。

４月　補助金交付申請受付（６月に１クラブ追加で申請受付
）
６月～８月　補助金交付（概算払）
・単位シルバークラブ137団体　8,516千円
  ※うち今年度新規設立団体　３団体
・シルバークラブ連合会　3,000千円

単位シルバークラブの補助金をシルバークラブ連合会の補
助金に一本化する案を３月の役員会で検討した。

継続

シルバークラブ育成事業

補助金（直接）

01-030102-14 老人生きがい対策に要する経費

       140.0

         0.0

       134.0

         0.0

       132.0

         0.0

       137.0

         0.0

       134.0

         0.0

       137.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市単位シルバークラブ補助金交付要項、つくば
 市シルバークラブ連合会補助金交付要項

高齢者福祉計画

　地域での仲間づくり、健康の保持、知識や経験を活かした
能力の発揮、社会活動への参画と貢献など、いきいきとした
高齢期の生活づくりを支援するため。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

単位シルバークラブ数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       150.0

         0.0

       140.0

         0.0

       140.0

         0.0

       140.0

         0.0

       140.0

         0.0

       144.0

         0.0

       148.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

290

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

団体



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
・県老人クラブ連合会負担金：67千円
　市町村平均割　3,400円＋人口割0.269円×人口236,129人（100円未満切捨）
・市シルバークラブ連合会補助金
　連合会活動助成：3,000千円
　単位シルバークラブ活動助成：9,238千円
　（30人未満　33,200円×５団体、30人以上50人未満　57,600円×60団体、50人以上70人未満　65,200円×60団体
、70人以上90人未満　81,200円×15団体、90人以上　97,200円×５団体）

　計　12,305千円

      13,827       14,361

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.40

        25.00         26.00

無 無

       2,885        2,778

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

       2,371        2,608        2,610            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       8,571        8,975        9,695            0

      10,942       11,583       12,305            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　施設の老朽箇所の点検を行い、高齢者が快適に利用できるようにする。

利用者から施設の状態を良好にしてほしいとの要望がある。

施設の管理
・ふれあい元気広場のクロッケーコート・ニュースポーツコ
　ートの維持管理を行う。
・ふれあい元気広場の休憩所の維持管理を行う。
・高齢福祉課窓口において施設の貸出を行う。
・作岡財産区から無償で土地の借用をし、整備管理を行って
　いる。

　ふれあい元気広場施設の修繕（浄化槽ブレアー交換、トイ
レ修繕）を実施したたことで、高齢者が安全で快適に広場を
利用することができた。

４月～３月　高齢福祉課窓口での広場貸出業務
４月～12月　芝刈り・除草・施肥・除草剤散布等実施
１月～３月　樹木の剪定等の実施

４月～３月　高齢福祉課窓口にてふれあい広場貸出業務
４月～12月　広場の芝刈り（機械）３回、
　　　　　　除草剤散布２回、施肥１回、
　　　　　　芝除草人力３回実施
10月　　　　浄化槽の修繕
３月　　　　樹木の剪定等の実施（委託）

継続

ふれあい元気広場管理運営事業

一部委託

01-030102-16 ふれあい元気広場管理に要する経費

       442.0

         0.0

       363.0

         0.0

       453.0

         0.0

       501.0

         0.0

       512.0

         0.0

       558.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市ふれあい元気広場条例、つくば市ふれあい元
 気広場条例施行規則

　クロッケーやその他のニュースポーツを通して、高齢者の
相互交流の促進を図ることにより、高齢者の健康を増進し生
きがい意欲を高める。

施設貸出延べ団体数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

       560.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

団体



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【10需用費】
　消耗品費　 10千円、電気料　80千円、施設修繕料　50千円
【11役務費】
　浄化槽手数料　8千円、火災保険料　5千円
【12委託料】
　浄化槽維持管理委託料　55千円
　ふれあい元気広場維持管理委託料　899千円
　(芝刈り、除草、施肥、薬剤散布、生垣手入れ・樹木剪定業務　)

　計　1,107千円

       1,734        1,750

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         3.00          0.00

無 無

         714          679

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,020        1,071        1,107            0

       1,020        1,071        1,107            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　必ず手渡しで受け取っていただくよう申請時や調査時に繰り返し説明する。

　安否確認事業であることの理解が十分でない。

・ひとり暮らし・高齢者世帯の方に、高齢者向け配食サービ
　ス事業所で調理した栄養バランスの取れた夕食を希望の曜
　日に配食する。配食の際、利用者の安否確認が取れない場
　合や異変発生時は、市職員が緊急連絡先に連絡・対応す
　る。

　買い物や調理が困難な65歳以上のひとり暮らし・高齢者世
帯の方の安否を確認し、健康保持に寄与することができた。

・65歳以上のひとり暮らし・高齢者世帯の方に、高齢者向け
　配食サービス事業所で調理した栄養バランスの取れた夕食
　を希望の曜日に配達する。
・配達時に事前の連絡がなく不在だった場合、本人や親族な
　どに連絡を取り、安否確認を行う。
・申請受付：随時

・新規利用申込者数：88名　利用者数：145名　安否確認件
　数64件
・65歳以上のひとり暮らしの方及び高齢者世帯に希望の曜日
　に夕食を配達した。配達時に不在だった場合、本人や親族
　等に連絡を取り、安否確認を行った。
・新規利用申込者に対して訪問調査を実施し、健康状況や緊
　急連絡先等を確認して実態を把握し、対象者に該当するか
　審査した。
・市報・市のHP・民生委員の会議等で事業周知を行った。

継続

宅配食事サービス事業

一部委託

01-030102-13 ひとり暮らし等老人福祉に要する経費

       207.0

         0.0

       124.0

         0.0

       140.0

         0.0

       134.0

         0.0

       119.0

         0.0

       145.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成 7年度～

つくば市宅配食事サービス実施要綱

高齢者福祉計画

　ひとり暮らしの方や高齢者世帯の安否確認及び健康保持等
を図る。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

宅配食事サービス利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       200.0

         0.0

       280.0

         0.0

       290.0

         0.0

       300.0

         0.0

       150.0

         0.0

       160.0

         0.0

       170.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

292

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【12委託料】
H29～H31上半期配食数実績から平均を算出。
（12,921食＋11,192食＋11,651食）／３＝11,922食（半期）
11,922×２＝23,844食（年間）
利用者割合から１食あたりの市負担額平均を算出。
市負担額：一般世帯315円
生活保護世帯415円　315×0.84＋415×0.16＝331円
上記より、R2支出見込額を算出。
23,844食×331円＝7,892,364円
計　7,893千円

       8,986       11,262

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.30          0.50

        29.00         15.00

有 無

       2,190        3,429

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       6,796        7,833        7,893            0

       6,796        7,833        7,893            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

アンケート結果をもとに高齢者福祉推進会議で意見を聴きながら高齢者福祉計画を策定する。

アンケートの回答率を向上させることが難しかった。

・老人福祉及び介護保険の一体的な展開が図られるように
「つくば市高齢者福祉計画」を策定する。

つくば市高齢者福祉計画（第８期）の策定に向けて準備を進
めることができた。

６月　高齢者福祉推進会議市民委員の一般公募
８月　高齢者福祉推進会議委員の決定
９月　第１回高齢者福祉推進会議開催
11月　第２回高齢者福祉推進会議開催
12月　第３回高齢者福祉推進会議開催
12月　アンケート調査

計画策定のための
６月　高齢者福祉推進会議市民委員の一般公募
８月　高齢者福祉推進会議委員の決定
９月　第１回高齢者福祉推進会議開催
１月　アンケート調査

継続

つくば市高齢者福祉計画事業

一部委託

01-030102-22 高齢者福祉計画の策定に要する経費

         6.0

         0.0

         2.0

         0.0

         3.0

         0.0

         6.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

令和元年度～令和 3年度

老人福祉計画、介護保険法、高齢者の居住の安定確保
 に関する法律

老人福祉計画、介護保険事業計画、高齢者居住安定確
 保計画

　計画を策定し、高齢者福祉施策の推進を図る。

会議の開催回数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         6.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         6.0

         0.0

         1.0

         0.0

         3.0

         0.0

         3.0

         0.0

法定＋任意

■

■

■

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

293

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

回



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【07報償金】高齢者福祉推進会議委員謝礼　8,000円×17人×５回＝680,000円
　計　680千円
【08普通旅費】研修会普通旅費　2,300円×３名×７日＝48,300円
　計　49千円
【10需用費】推進会議時飲み物代　140円×17名×５回＝11,900円
　　　　　　高齢者福祉計画印刷代　1,470円×200冊×1.1＝323,400円（計画）
　　　　　　　　　　　630円×250冊×1.1＝173,250円（概要版）
　計　509千円
【12委託料】高齢者福祉計画策定支援業務委託料　2,383,200円×1.1＝2,621,520円
　計　2,622千円
　合計　3,860千円

       2,643        8,848

維持

3

4

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.20          0.50

         0.00         20.00

有 無

       1,412        3,442

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,231        5,406        3,860          277

       1,231        5,406        3,860          277

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

監査未実施のサービス付き高齢者向け住宅で監査を実施する。

市内全てのサービス付き高齢者向け住宅で監査を行っていな
い。

・事業所の指定申請による指定を行う際、書類の審査及び現
　地確認等を実施したうえで指定する。
・指定後については社会福祉課、介護保険課と共同で定期的
　な監査を行う。

サービス付き高齢者向け住宅で監査を行うことにより、事業
所が適切に施設の運営を行えるよう指導することができた。

・サービス付き高齢者向け住宅の指導検査について、社会福
　祉課とスケジュールについて協議を行い、R２年度までに
　全てのサービス付き高齢者向け住宅で監査を行うよう年間
　監査スケジュールに組み込む。

・サービス付き高齢者向け住宅の指導検査について、社会福
　祉課とスケジュールについて協議を行い、サービス付き高
　齢者向け住宅で監査を行った。

継続

施設指定及び指導監査業務

職員のみ

01-030102-23 老人福祉施設整備に要する経費

        47.0

         0.0

        60.0

         0.0

        65.0

         0.0

        49.0

         0.0

        47.0

         0.0

        46.0

         0.0

         0.0

         0.0

介護保険法、老人福祉法、高齢者の居住の安定確保に
 関する法律

つくば市高齢者福祉計画

居宅介護サービス事業所及び地域密着型サービス事業所等の
指定及び指導監督を行い、適正な介護保険サービス等の充実
を図る。

指導検査及び監査事業所数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

        40.0

         0.0

        40.0

         0.0

        40.0

         0.0

        40.0

         0.0

        35.0

         0.0

        48.0

         0.0

        58.0

         0.0

法定＋任意

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

295

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

事務所



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【07報償費】
　地域密着型サービス運営委員会委員謝礼　320千円
【10需用費】
　事務用消耗品　35千円
　図書　49千円
　食糧費　６千円

　計410千円

      27,468       25,379

維持

4

4

3

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         3.70          3.40

       470.00        500.00

有 有

      27,278       25,235

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0          410          410

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         190          144            0            0

         190          144          410          410

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　継続して健康遊具の安全確保を図っていく。

　点検を実施し、健康遊具の安全を保持するとともに、継続
的な事業周知、健康遊具の安全確保を図っていくことが必要
である。

　二の宮公園、茎崎運動公園、大池公園、梅園公園、谷田部
多目的広場、花畑近隣公園、川口公園の市内７か所に設置し
てある高齢者健康遊具の点検及び修繕を行う。

　健康遊具の安全を確保し、市民の健康増進に寄与した。

７月～８月　点検事業者による健康遊具市内７か所の点検を
　　　　　　実施する。

11月　点検事業者による健康遊具市内７か所の点検を実施
　　　し、安全確保を図り、利用率向上に努めた。

高齢福祉課の窓口だけでなく、各窓口センターにもパンフレ
ットを配置し、事業周知を行った。

継続

高齢者健康遊具事業

一部委託

01-030102-23 老人福祉施設整備に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　自由に出入りできる公園に健康遊具を設置することで、運
動習慣を身につけてもらい、高齢者の外出支援と健康維持を
図る。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

296

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【10需用費】
　高齢者健康遊具修繕料　200千円
【12委託料】
　高齢者健康遊具点検委託料　290千円
　計　490千円

         970          992

維持

3

3

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成した。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.10

         0.00          0.00

無 無

         706          706

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         264          286          490          490

         264          286          490          490

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　助成券紛失防止のため、申請時に送付先を確認し、場合によっては家族やケアマネージャーに窓口で助成券の受け取り
をしてもらう。

　助成券を紛失してしまうケースがあるため、家族等、確実
に受け取りができる方へ助成券を送付できるようにする。

・日常生活において紙おむつを使用している65歳以上で要介
　護１以上の在宅高齢者に対し、年間１回紙おむつ購入費助
　成券を発行する。
・助成券は1,000円券×24枚、要介護４・５で市民税非課税
　世帯に属する場合は同券×48枚を限度に交付する。
　なお、申請時期により、給付枚数が少なくなる。

　紙おむつ等を必要とする高齢者及びその家族の経済的負担
を軽減できた。

・日常生活において紙おむつを使用している、65歳以上で要
　介護１以上の在宅高齢者を対象に、年１回紙おむつ購入費
　助成券を発行する。
　助成額：1,000円券×24枚、又は1,000円×48枚（要介護４
　・５認定者で市民税非課税世帯に属する場合）
　申請時期によって、給付枚数が異なる。
・申請受付：随時
・協力店受付：随時
　（12月に現年度協力店へ協力申出書を送付する。）

・助成券交付者数：2,671名
・65歳以上で要介護１～５の認定を受けている方を対象とし
　て、紙おむつ等を購入する費用の一部を助成した。
　（限度額：1,000円券×24枚又は48枚）
・助成券を紛失する可能性がある場合は、申請受付時に確実
　に受け取りができる方の宛先を確認し、助成券を送付
・市報、市のHP、民生委員の会議等で事業周知を行った。

継続

在宅高齢者紙おむつ購入費助成事業

職員のみ

08-030302-12 高齢者生活支援に要する経費

     2,139.0

         0.0

     2,250.0

         0.0

     2,357.0

         0.0

     2,405.0

         0.0

     2,611.0

         0.0

     2,671.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市在宅要介護高齢者等紙おむつ購入費助成規則

つくば市高齢者福祉計画

　紙おむつを必要としている高齢者に対し、その購入費用の
一部を助成することにより、当該高齢者及び要介護者を抱え
る家族の経済的負担軽減を図る。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

助成券交付者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

     1,800.0

         0.0

     2,500.0

         0.0

     2,650.0

         0.0

     2,800.0

         0.0

     2,500.0

         0.0

     2,570.0

         0.0

     2,640.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

297

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【19扶助費】
H26～H30の実績とR1の当初予算額を元に近似曲線を用いて推計。
算出式：y＝1,587,683x＋36,480,990
（y＝実績、x＝年度。便宜上、H26＝1、H27＝2、…R2＝７とする）
1,587,683×７＋36,480,990＝47,594,771　　　　　計47,595千円

      46,243       49,525

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.20

         0.00         52.00

有 無

       1,412        1,485

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

      17,260       17,718       18,324            0

       8,630        8,859        9,162            0

           0            0            0            0

       8,630        8,859        9,162            0

      10,311       12,604       10,947            0

      44,831       48,040       47,595            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

行方不明になるおそれがある方に、位置情報端末機を携帯
していただき、万が一、行方不明になった際に、位置情報等
を特定し知らせることで、家族が保護できるよう支援してい
く。家族等から申請を受け、市で対象条件を確認して決定後
機器の貸与を実施する。

H30年度以降は保健福祉部地域包括支援課で事業を実施する
。

はいかい高齢者家族支援サービス事業

一部委託

08-030302-12 高齢者生活支援に要する経費

         8.0

         0.0

         2.0

         0.0

         2.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         8.0

         0.0

         0.0

         0.0

高齢者福祉計画

はいかい行動のみられる65歳以上の認知症高齢者等を介
護している家族に対し、位置情報端末機等を貸与及び位置情
報の提供を行い、認知症高齢者等の保護を支援することによ
り、介護を行う家族の負担の軽減を図るため。

利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         5.0

         0.0

         9.0

         0.0

        10.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        10.0

         0.0

         0.0

         0.0

法定事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

298

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

名



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

         236            0

         0.00          0.00

         0.00          0.00

無 無

           0            0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

          91            0            0            0

          45            0            0            0

           0            0            0            0

          45            0            0            0

          55            0            0            0

         236            0            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・高齢者を中心とした地域住民が気軽に通うことができ、高
　齢者の介護予防及び孤立化防止のため、週１回以上活動を
　行う団体へ補助金を交付する。

補助金を交付することにより、自主的な通いの場を提供する
ための支援ができた。

４月　HP、広報紙掲載により周知
４月～12月　補助金交付申請書提出
４月～12月　補助金交付決定
３月　実績報告書提出
３月　補助金の確定

サロン団体数６件　団体立ち上げの相談や活動を行う中で困
っていることなど相談しながら進めることができた。

４月　HP、広報紙掲載により周知
４月～12月　補助金交付申請書提出
４月～12月　補助金交付決定
３月　実績報告書提出
３月　補助金の確定

継続

つくば市高齢者地域ふれあいサロン活動支援事業

補助金（直接）

08-030201-16 高齢者地域ふれあいサロンに要する経

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

     2,302.0

         6.0

     6,570.0

         0.0

         0.0

平成30年度～

　介護予防・日常生活介護支援総合事業により、体操、運動
等の活動など自主的な通いの場提供のための支援を行う。

活動団体数

延べ利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         7.0

         0.0

        10.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

300

活動指標

活動指標

30

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

団体

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
活動開始準備費
　50,000円×１団体＝50,000円
　150,000円×１団体＝150,000円
　300,000円×１団体＝300,000円
活動費補助金
　50,000円×３団体＝150,000円
　150,000円×３団体＝450,000円
　300,000円×４団体＝1,200,000円
計　2,300千円

       2,062        3,062

維持

5

2

2

3

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画から遅れている。（未達成）

今後も市が実施するほうがよい。

他の事業に優先して進める必要がある。

         0.20          0.20

        20.00         10.00

無 無

       1,462        1,437

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         134          360          508            0

          75          203          287            0

           0            0            0            0

         237          641          908            0

         154          421          597        2,300

         600        1,625        2,300        2,300

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

給付金の対象となる条件が複雑なため、窓口で丁寧に説明を行う。

給付金の対象になる条件がわかりにくい。

・つくば市介護職員就労スタートアップフォロー事業
　介護業界未経験者の方で、市内介護事業所に新規に就労す
　る方に対し、一時金を助成する。
・つくば市介護職員キャリアアップ費用助成事業
　市内介護事業所に６か月以上就労している方で、介護職員
　初任者研修又は実務者研修を修了した者に対し、研修費用
　の一部助成を行う。

対象者を拡大することによって、人材の確保ができ、施設職
員の資質向上につながった。

８月　つくば市ホームページへの掲載、広報紙への掲載
９月　つくば市特別養護老人ホーム連絡会にて説明
12月　市内介護事業所及び障害福祉サービス事業所へ給付金
　　　申請実施について事前通知
２月　つくば市広報紙への掲載、給付金の申請受付実施
３月　交付決定通知書の送付及び支払い

スタートアップ30件　キャリアアップ５件
８月　つくば市ホームページへの掲載、広報紙への掲載
１月　市内介護事業所及び障害福祉サービス事業所へ給付金
　　　申請実施について事前通知
２月　つくば市広報紙への掲載、給付金の申請受付実施
３月　交付決定通知書の送付及び支払い

継続

つくば市介護人材確保事業

補助金（間接）

01-030102-25 介護施設支援に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        13.0

         0.0

         9.0

         0.0

        33.0

         0.0

        35.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成28年度～

つくば市高齢者福祉計画
つくば市まち・ひと・しごと創生総合戦略

　高齢化率及び高齢者数の増加に対し、市内介護従業者の確
保・定着を促進し、介護サービスの安定した供給及びサービ
スレベルの向上を図る。

補助金の交付人数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        40.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

301

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
介護職員就労スタートアップフォロー事業
（50,000円×17名）＋（30,000円×５名）＝1,000,000円
介護職員キャリアアップ費用助成事業
　50,000円×20名＝1,000,000円

計　2,000千円

       2,979        2,313

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.20          0.10

        20.00          5.00

無 無

       1,462          719

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,517        1,594        2,000            0

       1,517        1,594        2,000            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

申込者が少ないため次年度は休止

申込者が少ない。

　外部事業者に委託して市の独自研修（旧ヘルパー３級）を
年２回実施する。

市独自研修を実施し、必要な知識・技能を習得した生活支援
サポーターを養成することができた。

６月、９月　HP、広報紙掲載（募集）
７月、11月　市独自研修実施

７月研修修了者　11名、２月は申込者が少なかったため中止
６月　HP、広報紙掲載（募集）
７月　市独自研修実施

継続

生活支援サポーター養成研修事業

全て委託

01-030102-25 介護施設支援に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         2.0

        23.0

         1.0

        11.0

         0.0

         0.0

平成30年度～

つくば市高齢者福祉計画

　介護予防・日常生活支援総合事業の訪問型サービス（基準
緩和型）事業所の人材確保

研修回数

研修修了者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         2.0

        40.0

         2.0

        40.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

302

活動指標

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

回

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

       1,969        1,220

休止

2

2

-

1

今後は減少すると見込まれる。

計画から遅れている。（未達成）

今年度で事業が終了する。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.20          0.10

        20.00          0.00

無 無

       1,462          706

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

申込者が少ないため休止

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         507          514            0            0

         507          514            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

施設修繕計画を参考に計画的修繕を実施するとともに、公共施設点検マニュアルに基づき、日頃の点検整備を行い、利用
者の安心安全に努める。

施設の老朽化による経年劣化が著しく、修繕対応が間に合わ
ない状況である。また、避難受入施設としても施設改修等を
検討する必要がある。

・入浴設備の適正な施設管理及び整備
・各種サークル等の支援や高齢者の活動場所の提供
・社会福祉協議会主催事業への施設貸出

様々な修繕をすることにより、利用者の安全安心につながっ
た。

・玄関床張替修繕工事、浴槽タイル修繕工事を行う。
・浴室混合栓、高圧受電設備ブレーカー修繕を行う。
　施設内の老朽箇所の点検と修繕を行う。
・今後施設計画（長期修繕計画 ・長寿命化計画等）の策定
　を検討
・通年　つくば市公共施設自主点検マニュアルの運用

計画修繕
・非常誘導灯・高圧受電設備修繕工事施工
・玄関床張替修繕工事施工
・浴室タイル修繕工事施工
突発的修繕
・シャワー混合水栓修繕・浄化槽修繕工事・超音波発生装置
　修繕・岩風呂エアコン修繕・照明器具修繕・給湯設備修繕
中長期修繕計画作成
つくば市公共施設点検マニュアルの運用

継続

桜老人福祉センター管理運営事業

一部委託

01-030108-11 桜老人福祉センター運営に要する経費

    23,000.0

         0.0

    24,519.0

         0.0

    24,410.0

         0.0

    26,137.0

         0.0

    29,215.0

         0.0

    24,111.0

         0.0

         0.0

         0.0

老人福祉法、つくば市老人福祉センター条例

　高齢者の健康増進、教養の向上やレクリエーション活動の
場所を提供し、福祉の向上を図る。

施設利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

    20,000.0

         0.0

    20,000.0

         0.0

    23,000.0

         0.0

    23,000.0

         0.0

    23,000.0

         0.0

    23,000.0

         0.0

    23,000.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

303

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

-

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

前年度事業の継続実施と計画的施設修繕に要する経費及び突発的な修繕経費を積極的に計上した。
【10需用費】12,323千円
【11役務費】5,335千円
【12委託料】3,748千円
【13使用料及び賃借料】710千円
【14工事請負費】1,672千円

　　　計　23,788千円

      25,810       28,960

拡充

3

5

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

当初の計画を上回る進捗で事業を実施することができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         1.00          1.00

         0.00          0.00

有 有

       7,057        6,783

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

老朽化に伴う施設の修繕が必要なため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         934          716          838            0

      17,819       21,461       22,950            0

      18,753       22,177       23,788            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

施設全体の設備について経年劣化が進行しており、中長期的な設備の修繕計画を作成し、更新及び改修を実施することで
、今後も安心・安全で快適な施設の維持管理に努める。

水回りである風呂設備・配管部分を顕著として、施設全体の
老朽化が進行しており、突発的な故障や漏水が頻発している
。

　施設及び浴場設備の維持管理を行い、利用者に安心・安全
で快適な環境を提供する。また、利用者の交流を促進するた
めに、カラオケ機器や各種サークル活動のための部屋の貸出
を行う。加えて、教養講座としてヨガ講座を実施し健康増進
を図る。

細かな修繕対応などを基盤にして、風呂・カラオケ等の各種
設備を安定して提供し、利用者の健康増進や体力・活力の維
持向上を実現した。また、ヨガ教室やサークル活動への部屋
貸出を通して、人々の交流を推進することができた。

・ヨガ教室（５～８月、毎月２回）
・各種通年の施設維持管理
　（配管洗浄・水質検査・設備点検など）
・施設設備各所の修繕
・その他突発的な漏水・故障への対応
・中長期的な修繕計画の策定
・つくば市公共施設自主点検マニュアルの運用

・ヨガ講座を計16回実施した（4カ月×月２回×日２部）
・サークル活動への部屋貸出（２月末時点：802件）
・各種通年の施設維持管理業務を実施した
・修繕を計画通り実施した
（2階貸し部屋電灯LED化、浴場横機械室自給ポンプ交換）
・突発的及び必要となった箇所について修繕対応を行った。
（漏水４件、減圧弁、引戸、送油管、浴槽水栓交換、受水槽
電極・ボールタップ、駐車場区画線、制御盤、駐車場照明）

継続

谷田部老人福祉センター管理運営事業

一部委託

01-030108-12 谷田部老人福祉センター運営に要する

    65,099.0

         0.0

    68,418.0

         0.0

    66,607.0

         0.0

    61,823.0

         0.0

    54,191.0

         0.0

    59,370.0

         0.0

         0.0

         0.0

老人福祉法、つくば市老人福祉センター条例

　高齢者の健康増進、教養の向上やレクリエーション活動の
場所を提供し、福祉の向上を図る。

入浴・教養娯楽施設等の福祉サービス事業に関しての利用・入館者数

施設利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

    61,000.0

         0.0

    65,000.0

         0.0

    65,500.0

         0.0

    66,000.0

         0.0

    66,500.0

         0.0

    67,000.0

         0.0

    67,500.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

304

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

[既存事業]　計：34,718千円
　【10需用費】消耗品費・燃料費・光熱水費・修繕料等：15,642千円
　【11役務費】通信運搬費・手数料・保険料：8,244千円
　【12委託料】施設管理委託料：10,039千円
　【13使用料及び賃借料】複写機・カラオケ機器・AED：703千円
　【17備品】事務用シュレッダー・高圧洗浄機）：90千円
[新規事業]　計：1,529千円
　【10需用費】（施設修繕料）
　　貯水槽止水及び入水弁修繕：429千円
　【12委託料】（設計委託料）
　　貯湯槽改修工事設計業務委託：1,100千円
[合計]：36,247千円

      48,422       48,158

拡充

3

4

1

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

民間等への移管を検討する必要がある。

継続して実施する必要がある。

         2.00          2.00

        29.50         45.00

有 有

      14,188       13,677

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

老朽化に伴う施設の修繕が必要なため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,221        1,214        1,031            0

      33,013       33,267       35,216            0

      34,234       34,481       36,247            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

耐震診断の結果を踏まえ、今後の憩いの家管理運営について検討する。

憩いの家施設管理運営事業について、今後の運営方針を定め
る必要がある。

・利用者に部屋を貸し出し、管理運営を行う。
・施設が安全で快適に利用できるよう維持管理業務を行う。

耐震診断の結果、建物耐震性が基準以下であることが判明し
た。

・平成30年度の建築物危険度判定実態調査に基づき、既存建
　築物の補修を目的とした耐震判断業務（委託）を実施する
・耐震判断結果に対し、がけ地条例に適用させるための対処
　方法（がけ地改修又は建築物の建替え）措置検討及び今後
　の施設利用の用途の見直しを行う。
・つくば市公共施設自主点検マニュアルの運用

・耐震診断調査を実施。
・公共施設自主点検については、建築基準法第12条第４項の
特定建築物の定期点検年度であったため、耐震診断調査とは
別に実施。

継続

茎崎憩いの家管理運営事業

一部委託

01-030108-13 茎崎憩いの家管理に要する経費

     1,620.0

         0.0

     1,328.0

         0.0

     1,538.0

         0.0

     1,472.0

         0.0

     1,368.0

         0.0

     1,215.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市茎崎憩いの家条例、つくば市憩いの家条例施
 行規則

　市民に憩いの場を提供し、福祉の増進に寄与する。

施設利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

305

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【10需用費】消耗品費　198千円、光熱水費　727千円、
　　　　　　食糧費　　22千円、 修繕料　300千円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　1,247千円
【11役務費】通信運搬費　113千円　手数料　2,951千円
 　（窓口受付員・清掃員派遣手数料2,900千円）
　　保険料　25千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小計 3,089千円
【12委託料】施設管理委託料580千円
 （警備、消防設備点検、空調機器、井戸水滅菌機保守点検、植栽維持管理）
【13使用料及び賃借料】通信カラオケ機器、AED 686千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　5,602千円

      10,316       15,061

維持

3

1

1

1

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画から大幅に遅れている。（未達成）

民間等への移管を検討する必要がある。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.60          0.60

         0.00          0.00

無 無

       4,235        4,070

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         301          256          278            0

       5,780       10,735        5,324            0

       6,081       10,991        5,602            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

自主点検等結果をもとに、調査を実施し修繕計画を作成する。

施設の老朽化による経年劣化が著しく、修繕対応が間に合わ
ない状況である。

・利用者に茎崎老人福祉センタ-及び茎崎農村高齢者交流セ
　ンタ-の部屋の貸出、管理運営を行う。
・施設が安全で快適に利用できるよう維持管理業務を行う。

公共施設自主点検等により、施設の状況を把握することがで
きた。

・老朽化により突発的な故障が懸念される、給湯ボイラー本
　体、空調管路・配水管路等の緊急修繕対応
・施設計画（長期修繕計画・長寿命化計画等）の策定を検討
・つくば市公共施設自主点検マニュアルの運用

・給湯ボイラー及び空調（吸収冷温水発生機）関連の緊急修
繕を実施。
・省エネ対策に併せた設備調査を実施。
・公共施設自主点検については、建築基準法第12条第４項の
特定建築物の定期点検年度であったため、併せて実施。

継続

茎崎老人福祉センタ-管理運営事業及び茎崎農村高齢者交流センタ-管理

一部委託

01-030108-14 茎崎老人福祉センター運営に要する経

    17,763.0

         0.0

    19,396.0

         0.0

    22,434.0

         0.0

    21,066.0

         0.0

    18,978.0

         0.0

    15,668.0

         0.0

         0.0

         0.0

老人福祉法、つくば市老人福祉センター条例、つくば
 市茎崎農村交流センター条例

　高齢者の技術及び知識を生かした生産活動や生涯学習、及
び健康増進の場を提供することにより、福祉の増進・向上を
図るため。

施設利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

306

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

-

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【10需用費】
　消耗品費　602千円、燃料費2,178千円、食糧費33千円、光熱水費5,282千円
　修繕料　　761千円、肥飼料費　12千円　　小計　8,868千円
【11役務費】
　通信運搬費　615千円、手数料2,003千円、保険料43千円　小計2,661千円
【12委託料】　施設管理委託料　5,212千円
【13使用料及び賃借料】賃借料　2,190千円
【14工事請負費】修繕工事　1,529千円
　　合計20,460千円

      46,919       36,154

拡充

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         2.00          2.40

        60.00         26.50

無 無

      14,263       16,346

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

老朽化に伴う施設の修繕が必要なため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         392          389          325            0

      32,264       19,419       20,135            0

      32,656       19,808       20,460            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

引き続き事業の目的を周知していく。

事業の目的を十分には理解してもらえなかったので、更に事
業の周知を行う必要がある。

・市内の特別養護老人ホーム（地域密着型含む）において、
　入所者の要介護度が改善された場合、要介護度の軽減に資
　するサービスの提供及び介護度改善に向けた取組を評価
　し、施設に給付金を交付する。

職員の意欲の向上が図られ、良質なケアの継続的な提供がで
きた。

６月　特別養護老人ホーム連絡会で周知
11月　当該事業所へ文書で周知
12月　申請
１月　交付決定
２月　支払い

事業所への周知を行い、申請受付することができた。
６月　特別養護老人ホーム連絡会で周知
11月　当該事業所へ文書で周知
12月　申請
１月　交付決定
２月　支払い

新規

要介護度改善ケア給付金交付事業

補助金（直接）

01-030102-25 介護施設支援に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        17.0

         0.0

         0.0

         0.0

令和元年度～

つくば市要介護度改善ケア給付金交付要綱

　職員の意欲向上及び良質な介護サービスの継続的な提供

要介護度改善者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        42.0

         0.0

        42.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

963

成果指標

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
　50,000円×42名＝2,100,000円
　計　2,100千円

           0        1,529

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.10

         0.00          0.00

無 無

           0          679

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0          850        2,100            0

           0          850        2,100            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

より効果的な周知方法を検討し、実行していく。

引き続き事業の周知を図っていく必要がある。

・施設の看取り体制を確保しつつ、看取りを行った特別養護
　老人ホーム（地域密着型含む）に給付金を交付する。

給付金を支給することにより、市内施設の看取り体制を支援
することができた。

６月　特別養護老人ホーム連絡会で事業周知
１月　事業所へ文書で周知
２月　申請
３月　決定通知書、支払い

事業の周知を行った。

６月　特別養護老人ホーム連絡会で事業周知
１月　事業所へ文書で周知
２月　申請
３月　決定通知書、支払い

新規

看取り介護推進給付金交付事業

補助金（直接）

01-030102-25 介護施設支援に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        53.0

         0.0

         0.0

         0.0

令和元年度～

　市内施設の看取り体制の整備を促進する。

看取り数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

964

成果指標

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
　72件×6,400円＝460,800円
　計　461千円

           0        1,059

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.10

         0.00          5.00

無 無

           0          719

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0          340          461            0

           0          340          461            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

システム改修が必要な時は、必要に応じて国に確認するなどして情報収集を徹底し、予算の確保を迅速に行う。

システム改修が必要な介護報酬改定の国からの情報が遅いた
め、予算の確保に苦慮するおそれがある。

・介護サービス事業者の情報管理を安定して行うために、５
　年間の保守付きリースを行う。
・介護報酬改定に対応するため、システム改修を行う。

介護サービス事業者の情報管理を安定して行うことができた
。

・５年間の保守付きリースを行い機器を更新する。
・消費税率変更による介護報酬改定に対応するため、システ
　ム改修を行う。

計画どおり事業を行った。
・５年間の保守付きリースを行い機器を更新した。
・消費税率変更による介護報酬改定に対応するため、システ
　ム改修を行った。

新規

介護台帳システムに関する事業

一部委託

08-010101-13 介護台帳システムに要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　適正かつ迅速な審査事務を行うために実施する。

※介護サービス事業者の新規指定や変更届出などの基本情報
　や、介護報酬体制などの情報を、茨城県及び県内市町村共
　通の電子データとして連携、共有し使用している。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

974

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【10需用費】消耗品　1,793円　　　２千円
【11役務費】通信運搬費　5,520円　　６千円
【13使用料及び賃借料】　台帳システム賃借料　912,384円　　913千円

計　921千円

           0        1,815

維持

3

4

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.00          0.10

         0.00          0.00

無 無

           0          679

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0        1,136          921            0

           0        1,136          921            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

令和元年度の反省を生かし、実行委員会と協議しながら内容を再検討する。雨天時の対応については、晴天時の対応と並
行して準備や情報共有を進めていく。

雨天時は会場の広さが限られるため、それに対応する内容の
検討が必要。

・障害福祉課と合同で実施
・障害者や高齢者が協力してスポーツやレクリエーション活
　動を行うとともに、手作り品の展示、販売等を行う。

おひさまサンサン生き生きまつり2019の実施を通して、高齢
者や障害者の社会参加や生きがいづくり・相互理解に寄与で
きた。

６月、９月、12月　実行委員会開催
10月下旬　おひさまサンサン生き生きまつり2019開催

令和元年６月６日　第１回実行委員会（平成30年度の事業報
告、要項・プログラム検討）
令和元年９月27日　第２回実行委員会（申込状況報告、晴天
時・雨天時の対応検討等）
令和元年10月26日　おひさまサンサン生き生きまつり2019開
催（桜総合体育館で実施）
令和２年１月16日　第３回実行委員会（令和元年度事業報告
、令和２年度内容の協議）

移管

おひさまサンサン生き生きまつり事業

一部委託

01-030102-14 老人生きがい対策に要する経費

     1,800.0

         0.0

     1,950.0

         0.0

     1,950.0

         0.0

     1,800.0

         0.0

     1,605.0

         0.0

     1,225.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者福祉計画

　社会参加への意欲や生きがいの高揚に寄与し、高齢者福祉
や障害者福祉に関する市民の意識啓発及び福祉のまちづくり
の推進を図る。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

参加者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

     1,800.0

         0.0

     2,300.0

         0.0

     2,300.0

         0.0

     2,300.0

         0.0

     2,000.0

         0.0

     2,100.0

         0.0

     2,200.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

989

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【07報償費】
　報償金　86千円
【10需用費】
　消耗品費　265千円、食糧費　918千円、印刷製本費　77千円
【11役務費】
　手数料　45千円、通信運搬費　14千円
【12委託料】
　委託料　548千円
【13使用料及び賃借料】
　バス賃借料　2,530千円

　計　4,483千円

           0        8,201

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.50

         0.00        404.00

無 有

           0        4,387

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0        3,814        4,483            0

           0        3,814        4,483            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　親族連絡先がない場合には、近所の方・友人・ケアマネージャー・民生委員等といったどなたかには連絡がつけられる
ように利用者に確認する。利用条件等を変更した場合について、事業に影響が出ないように検討する。また、事業周知も
引き続き行い、利用者の増加につなげる。

　引き続き、事業周知を行っていくとともに、親族等がいな
いひとり暮らしの方が死亡された際に機器の回収が困難にな
る場合の対応方法や協力員が利用者宅の合鍵を保管すること
等の利用条件についての見直しについて検討を重ねていく。

　ひとり暮らしの高齢者等にペンダント型無線発信機等を貸
与する。

　緊急通報システムの通報、お伺い電話等により、救急搬送
だけでなく、入院・入所等も把握でき、ひとり暮らし高齢者
の不安解消、生活の安全の確保に寄与できた。

・65歳以上で病弱または重度の身体障害のあるひとり暮らし
　の方、75歳以上のひとり暮らしの方に対し、緊急通報機器
　を貸与し、急病等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図る。
・申請受付：随時　受付後、訪問調査
・毎月　お伺い電話による安否確認、状況把握
・６月　利用者負担額決定通知送付
・９月・３月　負担額徴収

・利用者数：179名
・新規設置：20件
・28件の通報があり、救急車による搬送等の対応ができた。
・市報等での事業周知や民生委員等への周知を行った。

継続

ひとり暮らし高齢者等緊急通報システム設置事業

一部委託

01-030102-13 ひとり暮らし等老人福祉に要する経費

       241.0

         0.0

       228.0

         0.0

       213.0

         0.0

       201.0

         0.0

       193.0

         0.0

       179.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者福祉計画

　急病、災害その他の緊急時に迅速かつ適切な対応を図り、
高齢者等の不安を解消するとともに生活の安全を確保する。

H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

緊急通報システム設置台数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       310.0

         0.0

       280.0

         0.0

       285.0

         0.0

       290.0

         0.0

       290.0

         0.0

       290.0

         0.0

       290.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 1 1 高齢者支援体制の整備

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

278

活動指標

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

台



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【11役務費】計　24千円
　（福祉電話基本料）1,774円×１台×12月＝21,288円
　（口座振替手数料）15円×35人×２回＝1,050円
【12委託料】計　7,637千円
　（既存分）2,600円×12月×200台×1.1＝6,864,000円
　（新規設置予定分）2,600円×12月×30台×1.1×0.75＝772,200円
　※2,600円の内訳（緊急通報対応1,700円、機器代900円）
　合計　7,661千円

      10,080        8,861

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.50          0.40

        18.00         30.00

有 無

       3,574        2,788

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         265          240          264          264

       6,241        5,833        7,397        7,397

       6,506        6,073        7,661        7,661

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

R２年秋から開所できるよう、定期的に状況確認をしていく。

年度内完成しなかったことによるサービス提供の遅れが生じ
た。

・つくば市高齢者福祉計画の推進にあたり、地域密着型サー
　ビス拠点整備を支援するため、県の施設整備補助金を活用
　する。

10月に事業所の入札を実施した。

・地域密着型特別養護老人ホームの新設にあたり、茨城県の
　補助金の範囲内で事業者に補助金を交付する。
５月　　県から内示
６月末　市から事業者へ内示
７月　　工事入札、契約、着工
２月　　工事完了
３月　　実績報告書を県に提出

茨城県の補助金を活用し事業を実施している。年度内完成し
なかったので、県へ繰越の申請をした。
５月　　要項制定
５月　　県から内示・県へ申請
６月末　市から事業者へ内示
７月　　市から事業者へ決定通知送付
10月　　工事入札、契約、着工
１月　　県へ繰越申請

継続

地域密着型サービス整備費等補助事業

職員のみ

01-030102-23 老人福祉施設整備に要する経費

        87.0

         0.0

       116.0

         0.0

       116.0

         0.0

       145.0

         0.0

       145.0

         0.0

       145.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市高齢者福祉計画

　つくば市高齢者福祉計画に基づき介護施設を整備し、高齢
者福祉の向上を図る。

つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

地域密着型介護老人福祉施設の定員数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

        87.0

         0.0

       116.0

         0.0

       116.0

         0.0

       145.0

         0.0

       145.0

         0.0

       145.0

         0.0

       203.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 1 1 高齢者支援体制の整備

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

294

活動指標

29

保健福祉部高齢福祉課

計画・施設係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【18負担金補助及び交付金】
　介護施設開設準備経費補助金　839,000円×29床×１施設＝24,331,000円
　　　　　　　　　　　　　　　839,000円×（29床＋10床）×１施設＝32,721,000円

　　　　　　　　　　　　　　　計　57,052,000円

※R01年度からの繰越
　介護施設整備事業費補助金　　304,640,000円

       2,367        2,764

維持

4

2

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画から遅れている。（未達成）

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.30          0.40

        55.00         20.00

有 無

       2,255        2,764

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0       57,052            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         112            0            0            0

         112            0       57,052            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　活動量計やタブレットの不具合などについては、委託業者と連携を図る。

　水没などの故障による退会者も多いため、継続して参加で
きる環境づくりが必要である。

　参加者は歩数及び運動強度のデータを市内８か所に設置し
てあるタブレットから送信する。２か月に１度運動結果を送
付し、健康データの「見える化」に取り組む。

　歩数などの運動結果をフィードバックすることで、参加者
の運動に対する意識を向上させることができた。

・年２回　新規参加者募集
・年２回　新規参加者事業説明会及び体力測定
・２月　全参加者を対象とした体力測定の実施
・４、６、８、10、12、２月　月間の運動結果送付

・４～５月、８～９月　新規参加者募集
・６月、10月　新規参加者事業説明会及び体力測定
・２月　全参加者を対象とした体力測定の実施
・４、６、８、10、12、２月　月間の運動結果送付
・新規参加者募集のため、広報紙及びホームページで事業の
　周知を行った。
・新規参加者32人
・体力測定（２月）198人

継続

ICT高齢者いきいき健康アップ事業

一部委託

08-030201-11 ＩＣＴ高齢者いきいき健康アップ事業

       323.0

         0.0

       354.0

         0.0

       363.0

         0.0

       404.0

         0.0

       413.0

         0.0

       412.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成25年度～令和 2年度

つくば市ICT高齢者いきいき健康アップ事業実施要項

高齢者福祉計画

　活動量計を身に付けて歩き、歩数及び運動強度を確認する
ことにより、運動を習慣化し、介護予防や健康づくりを推進
する。

年度末現在の参加人数を指標とする。
H30年度以降の目標値は、つくば市高齢者福祉計画（第７期）のとおりとする。

参加者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       335.0

         0.0

       400.0

         0.0

       500.0

         0.0

       500.0

         0.0

       435.0

         0.0

       470.0

         0.0

       500.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 1 1 高齢者支援体制の整備

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

299

活動指標

31

保健福祉部高齢福祉課

在宅福祉係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

【07報償費】指導員謝礼　117千円
【10需用費】
　事務用消耗品　30千円
　参加記念品　149千円
【11役務費】93千円
【12委託料】
　健康データ管理システム管理及び運用業務委託
　H28～R１参加者分　5,074千円 (債務負担行為済)
　R２新規参加者100名分　1,303千円

　計　6,766千円

       9,172        8,625

維持

3

4

2

1

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.50          0.50

         4.00         20.00

無 無

       3,539        3,442
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

       1,230        1,123        1,474            0

         684          633          833            0

           0            0            0            0

       2,321        2,117        2,732            0

       1,398        1,310        1,727            0

       5,633        5,183        6,766            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


